
































































































































(1-2年) ･社会,理科 (3- 6年),道徳,総合
的な学習の時間,特別活動などの機能を稔合した教
表2 初等教育段階 :基礎学校の旧週授業時間表
ShndenzahlimJahrgang学年 1 2 3 4 計
Heimat-undSachunterricht郷土及び事象教授
schulgarten学校園 ｢ - - 1 1 2
Werkunte汀icht工作 1 1 1 2 5
Musik/Kunsterziehung音楽/芸術 3 3 3 3 12
Sportスポーツ 2 3 3 3 ll
Ethiknnterricht/Religonsunterricht倫理/宗教 2 2 2 2 . 8
Pflichtstundenzahl必修授業時間数計 21 22 23 25 91
F6rderstunden/Arbeitsgemeinschaften補習/クラブ 1-2 1-2 1-2 1-2 4-8
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ドイツー旧東ドイツ地区･ザクセン･アンハルト邦一における初等科学教育の変遷
表 3 初等教育段階 :基礎学校の暫定週授業時間表 (1.8.2003から)
StundenzahlimJahrgang学年 1 2 3 4 計
Deutschドイツ語 7 7 7 7 28
Heimat-undSachunterricht/Schulgarten郷土及び事象教授/学校園 3-4 3-4 3-4 3～4 12-16
Mathematik数学 5 5 6 6 22
Kunsterziehung′Musik′Werken芸術/./音楽/工作 3-5 3-5 3-5 3-5 12-20
Sportスポーツ 2 2-3 2-3 2一3 8-ll
E也ikunte汀icbt/Religionsunterricht倫理/宗教 1-2 1-2 1-2 1-2 4-8
Englisch英語 - - 2 2 4
Schulspezi丘scheUnterrichtsangebote学校裁量 1-2 1-2 1-2 1-2 4-8
表 4 初等教育段階 :基礎学校の新週授業時間表 (1.8.2005から)一未変更部分省略-
S山ndenzablimJahrgang学年 1 2 3 4 計
Musik音楽 1-2 1-2 1-2 1-2 4-8
科に相当していることになり, ドイツー旧東 ドイツ





















表 6は,ザクセン ･アンハル ト邦の初等教育段階
において科学教育 を含む旧教科 ｢郷土及び事象教






表 6 初等教育段階における科学を含む新旧教科の構成 (分野)





























表 7 新旧初等科学教育の分野 ･区分 ･テーマ
旧初等科学教育 :｢自然との出会い｣の3区分.計12テーマ
Rahmenthemen区分 1学年 2学年 3学年 4学年
UmgangmitPflanzen-PnanzenundTiere-WeitereZimmerpflanzen-Haustiere家畜 -Erhaltbedrohterheimischer
undTieren inderWohnung住 undHaustiereその他 TiereundPflanzen郷土の絶滅危供










表8 旧学習指導要領における教科 ｢郷土及び事象教授｣の分野別 ･区分数,分野/学年別 ･テーマ数 ･
授業時数
学習分野 区分数 第 1学年 第2学年 第3学年 第4学年 計 %
1.社会における共生 3 5 5 5 4 19 33.9
2.自然との出会い 3 2 3 3 4 12 21.4
3.空間における指導 0 3 1 1 1 6 10.7
.4.時間とのつきあい 2 0 3 2 4 9 16.1
5.人間生活の保証 2 3 2 3 2 10 17.9
区分数ないしテーマ数計 10 13 14 14 15 56 100.0
% 23.2 25.0 25.0 26.8 100.0
学習分野 授業時数 計 %
1.社会における共生 9 12 20 30 71 25.2
2.自然との出会い 7 12 20 30 69 24.5
3.空間における指導 7 8 15 20 50 17.7
4.時間とのつきあい 0 10 10 20 40 14.2
5.人間生活の保証 7 10 15 20 52 18.4








数合計 と週授業時間数 (表 2)とが単純な対応を示
していないのは,学年によって年間の授業時数が同
じでない (例えば,第 1学年15時数や第 4学年30
時数)などによると考えられる｡
一方,新教科 ｢事象教授｣では,そもそも,テー












け る12意 図 (目標 )Ⅰntentionen,計 67目標
Lernzieleであ り,表10が,分野別 目標の数,割合
である｡
表 9 旧初等科学教育の目標 : ｢自然 との出会い｣の12テーマにおける12意図 (目標),計67目標
12テーマ 12意図 (目標) 計67目標
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田中 賢二
表12 新学習指導要領 ･教科 ｢事象教授｣の分野札 ｢自然科学｣の4テーマにおける諸資質能力 (コンビ
テンシー)の数,割合
分野 1.社会.文化科学 2.空間 3.交通 4.自然科学 5.歴史 計 割合% 継続割合%
第1.2学年 5 2 4 17 2 30 41.67
第3.4学年 8 2 5 12 3 30 41.67
第1-4学年 0 0 1 ll 0 12 16.67 20.00
計 (延べ) 13 4 10 40 5 72 100.00
実数計 13 4 9 29 5 60
継続割合% 0 0 ll.1 37.9 0
なお,4年間継続して達成を目指す能力,第1-4学年の数値は第1-2学年でも重複して数えているので,実数計はそれぞ
れ第 1-2学年の数値と第3-4学年の数値の和である｡
4.自然科学 第1.2学年 第3.4学年 第 1-4学年 計(延べ) 実数計 継続割合% 割合%
空気 .火 .水 .土 9 5 7 21 14 50.00 52.50
天気と季節 1 0 1 2 1 100.00 5.00
植物と動物 5 4 2 ll 9 22.22 27.50
自分の身体-健康維持 2 3 1 6 5 20.00 15.00
計 17 12 ll 40 29 37.93 100.00
































































表14で示 した旧学習指導要領 ･教科 ｢郷土及び
事象教授｣の分野別内容の取扱い (指示)の数,割

































































































































表16 新学習指導要領 ･教科 ｢事象教授｣の分野別, ｢自然科学｣の 4テーマにおける弾力的な応用可能な
基礎知識の数,割合
分野 1.社会.文化科学 2.空間 3.交通 4.自然科学 5.歴史 計 割合% 継続割合%
第1.2学年 9 24 8 27 5 53 38,97
第3.4学年 13 ll 9 29 5 67 49.26
計 (延べ) 23 16 20 65 12 136 100.00
実数計 22 15 17 56 10 120
割合% 18.48 12.61 14.29 47.10 8.40 100.80
なお,4年間継続して習得を目指す基礎知識,第1-4学年の数値は第1-2学年でも重複して数えているので,実数計はそ
れぞれ第1-2学年の数億と第3-4学年の数値の和である｡
4.自然科学 第1.2学年 第3.4学年 第1-4学年 計(延べ) 実数計 ′継続割合% 割合%
空気 .火 ,水 .土 9 8 5 22 17 29.41 33.85
天気と季節 2 3 0 5 5 0.00 7.70
植物と動物 10 12 1 23 22 4.545 35.38
自分の身体-健康維持 6 6 3 15 12 25.00 23.08
計 ?7 29 9 65 56 16.07 100.00
割合% 4154 44.62 13.85 100.00
表17 新初等科学教育の内容 : ｢自然科学｣の 4テーマにおける計56の弾力的な応用可能な基礎知識
弾力的な応用可能な基礎知級
空気 .火 .水 .土
1-2学年 3-4学年


















































































































3)田中賢二 ･宮野純次,東 ドイツの ｢郷土科｣と西
ドイツの ｢事象教授｣における科学教育,日本理科
教育学会研究紀要,29巻3号 (1989)61-68頁.





初等科学 郷土及び事象科 郷土及び事象教授 郷土及び事象科 Heimat- und郷土及び事象教授 事象教授Sachun-
教育を含 Heimat-undSachkunde Ile血at-undSachuntereichtSachkunde Heimat-undSachun-tericht
む教科名 (1.2年:基礎的授業) (1.2年:基礎的授莱) te汀eicht
同上週授 (1.2年:基礎的授業として各17の中 3*4ケ学年=122001/02以臥 外国 1-4学年2.各学年3-4=
業時間数計 で)+8(3,4学年計) (1,2年:国請,数学,工作,学校園,芸術音楽とともに合計で1718) 語導入に伴う変化:(1-3年:工作,学校園,芸術,普 3.3.4=計12(学校園Schulgartenとともに)282時数) 計12-16
初等科学教 子どもと自然 Kind 自然の中の生活Leben子どもと自然 自然を体験し理解 自然との出会い 自然科学(分野)
青に該当すundNahr mitderNa山r,環壇の KindundNatur するNaturerfahrenBegegnungmitderNaturwissenschafL
同上授業時間数計 不明 不明 (69時数) 不明
-82-
ドイツ 旧ー東ドイツ地区･ザクセン･アンハルト邦一における初等科学教育の変遷






























14)田中賢二, ドイツー旧東 ドイツ地区 ･チューリ
ンゲン邦一における初等教育段階の教科 ｢学校
園｣,岡山大学教育学部 ･研究集録,123号
(2003),249-258頁.
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